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【公開番号】特開2019-6292(P2019-6292A)
【公開日】平成31年1月17日(2019.1.17)
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   Ｂ６４Ｄ  35/00     (2006.01)
   Ｆ１６Ｎ   7/36     (2006.01)
   Ｆ１６Ｎ   7/38     (2006.01)
   Ｆ１６Ｎ   7/40     (2006.01)
   Ｆ１６Ｎ  13/00     (2006.01)
   Ｆ１６Ｎ  27/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６４Ｄ   35/00     　　　　
   Ｆ１６Ｎ    7/36     　　　　
   Ｆ１６Ｎ    7/38     　　　Ｄ
   Ｆ１６Ｎ    7/40     　　　　
   Ｆ１６Ｎ   13/00     　　　　
   Ｆ１６Ｎ   27/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月18日(2020.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　第２実施形態の供給口１２は、オイルＯＬを第１潤滑対象４２に供給する第１供給口４
６と、オイルＯＬを第２潤滑対象４４に供給する第２供給口４８とを有している。なお、
供給口１２の数は、これに限らない。例えば、第２潤滑対象４４を省略する場合には、第
２供給口４８を省略してもよい。また、潤滑対象Ｔの数が３つ以上である場合には、供給
口１２を３つ以上としてもよい。第１供給口４６は、第１潤滑対象４２の直上に配置され
ている。ここで、「直上に配置される」とは、第１潤滑対象４２の上方であって、ドライ
ラン時に第１供給口４６から重力の影響を受けて滴下されるオイルＯＬが第１潤滑対象４
２に到達する範囲に、第１供給口４６が配置されることをいう。つまり、「直上」とは、
重力により滴下されるオイルＯＬが第１潤滑対象４２に到達する範囲の水平方向のずれを
含む。第２実施形態では、第１供給口４６は、ドライラン時にオイルＯＬを第１潤滑対象
４２に滴下するように構成されている。
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